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高大接続の観点

2
中等教育への進学率上昇
後期中等教育の多様化

高等教育への進学率上昇
志願者の多様化

入学資格？



高大接続の観点
国 名 大学入学資格 個別大学での選抜の有無 進学率

オーストラリア 高校卒業試験+高校3年
の成績(ATAR)

無し（ATARの基準点） ９６．５％

カナダ 高校卒業 有り NA

フランス 高校卒業資格試験（バカ
ロレア）

無し（出願・配分システム
有り parcoursup）

NA

ドイツ 高校卒業資格試験（アビ
ツーア（科目試験成績＋
最終2学年の成績））

無し（医歯薬等選考有り） ４２．５％

英国（イングランド） 高校卒業科目試験（Aレベ
ル+α）、（インタビュー）

無し（出願・配分システム
有り UCAS）

４７％

イタリア 高校卒業資格試験（マトゥ
リタMaturita）

無し ４９．１％

スウェーデン 標準適性検査(1/3)、高校
の成績(1/3)､その他

有り ４２％

米国 高校卒業 有り NA

日本 高校卒業 有り ５０．７％

3
European Parliament(2014), Higher Education entrance Qualifications and Exams in Europe: A Comparison. Table 1から抜粋､加筆



高大接続の観点
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米国の入学者選抜の動向
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特徴
入学者選抜方法：
• 「フォーミュラ方式」と「総合評価Holistic Review」
入試日程：
• 早期決定Early Decision：専願、１１月初旬出願⇨１２月中
旬合否確定

• 早期出願Early Action：併願可能（HYPS以外）、１１月初旬
出願⇨１２月中旬合否確定

• 一般選抜Regular Admissions：１１月末までに出願⇨３月末
合否確定

• 随時選抜Rolling Admissions：１１月までに出願⇨３月末ま
でに随時合否通知

• 合格通知後、大学訪問し、最終進学先の決定を行う
• いずれの日程でも、５月１日までに入学先大学決定

6

２０世紀初頭にアイ
ビー校でユダヤ人
学生を抑制するた
めに導入された



特徴（続）

共通ウェブ出願システム
• Common Application
• Universal College Application
• Coalition for Access, Affordability, and Success
NACAC、AACRAO（アドミッションオフィサー＆高校の
進路カウンセラーの専門職団体）
• 入試日程ガイドラインの策定、専門職研修等
共通テスト(SAT/ACT)非利用大学の増加
• 950+ “Test Optional”（増加傾向）

7

・社会文化経済的
バイアス

・入学後の予測力



フォーミュラ方式（CSUなど）

8

College Board(
2003), Admissions Decision
-Making Models.



総合評価方式（UC,IVYなど）
（Holistic/Individualized Review)

• 数値尺度的（Point-based）方式：個々の要素
ごとにあらかじめ重要度を設定し、それぞれの
要素が総合点をどの程度左右するかを保証する
。

• 名義的尺度（Categorical）方式：すべての要
素が平等であることを保証するが、それでも、
もしも判定後にデータが追加されれば、ウェイ
ト付けをする可能性が開かれている。

• 伝統的／完全ホリスティック（全体的）方式：
最も柔軟性が高いが、評価の等質性を保つため
に、最も多くの監査や訓練が必要でもある。

オレゴン大学（大阪大学特任教授） Jim Rawlins入試部長の資料
9



合否判定の様々な要因の重要性：新入生
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大学による回答の割合：

かなり重要 おおむね重要 やや重要 重要ではない

大学準備コースの成績 79.2 13.0 6.9 0.9

すべてのコースの成績 60.3 31.0 8.7 --

カリキュラムの強み 60.2 26.8 10.0 3.0

入学試験のスコア（SAT、ACT） 55.7 32.5 7.9 3.9

エッセイ／ライティングサンプル 22.1 39.0 21.6 17.3

カウンセラーの推薦 17.3 42.4 27.3 13.0

生徒による興味の表現 16.9 33.3 26.8 22.9

教師の推薦 15.2 43.5 27.8 13.5

クラス順位 14.0 37.7 32.0 16.2

教科テストの成績（AP、IB） 7.0 35.2 32.6 25.1

ポートフォリオ 6.6 10.0 30.6 52.8

課外活動 5.6 43.3 34.6 16.5

SAT IIのスコア 5.3 8.4 23.0 63.3

インタビュー 3.5 23.1 28.4 45.0

州による卒業試験のスコア 3.5 11.0 25.4 60.1

仕事 0.9 21.3 44.8 33.0

Source: NACAC Admission Trends Survey, 2014.



評価のScience & Art
＜見える能力（認知的）の評価＞

(Science)

• 調査書（評定、評定平均）
• 大学入学共通テスト得点
• 個別学力試験得点
• 英語４技能検定・資格試験
成績

＜見えにくい資質等（非認知的）の評価＞
(Art)

• 志望理由書
• 活動報告書
• 推薦書
• 調査書（所見欄）
• 面接

11

数字を読む 声を聴く

客観的 主観的



伝統的／完全ホリスティック方式の一例

Overall recommendation:

Academic Assessment 
Grades in context, course difficulty, essay quality, test scores

Personal Qualities/Achievements
Leadership potential, service, experience with teamwork, maturity, hardship

9 8 7 6 5 4 3 2 1

Highest Strong Average Marginal Deny

9 8 7 6 5 4 3 2 1

Highest Strong Average Marginal Deny

9 8 7 6 5 4 3 2 1

Highest Strong Good Typical Deny

オレゴン大学（大阪大学特任教授） Jim Rawlins入試部長の資料

二
人
以
上
%
評
価



生徒の文脈的な要因を考慮

合否判定の主たる要因に影響を与えるであろう生徒の性質
は、以下の項目を含むと考えられる。
–通学している高校
–人種/民族性
–住んでいる州または郡
–第一世代の（家族の中で初めて大学に進む）大学生
–支払能力
–性別
–同窓生との関係

人種・民族を考慮する ⭕
機械的に加点 ✖

13オレゴン大学（大阪大学特任教授） Jim Rawlins入試部長の資料



英国の入学者選抜の動向
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特徴
• 評価方法：Aレベル試験３科目結果（中等教育修了
時科目試験）＋内申書＋志望理由書(Personal
Essay)＋推薦書

• 各教育プログラムが入学条件をあらかじめ示す
（英語、社会学、経済学でAAB、BBBなど)
• ５大学まで併願可能（ただしOxBridgeは併願不可）
• 出願者の背景を考慮した評価 Contextualised
Admissions

• 共通出願プラットフォーム＝UCAS
• 入試改革支援組織＝Supporting Professionalism 
in Admissions（UCASに統合）

15



§ School/college registers as an online Apply centre.
§ Appointed ‘Apply Coordinator’ sets up details and 

creates buzzword.

§ Student registers using buzzword and fills in 
application.

§ Completed application is forwarded (electronically) to 
tutor.

§ Tutor checks completed applications within staff area 
and adds reference.

§ Completed applications are sent to UCAS.

If application contains errors or 
omissions, tutor can return form to 
student

共通出願ウェブ

UCAS の資料より

https://www.ucas.com/

9月（出願）
1月以降（選
考・合否通
知）

5月、6月（A
レベル試験）

7月（最終合
学通知）

合格・条件付き合格・
不合格



志願者の背景を考慮（公正な評価）
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SPAの資料より



フランスの大学入学者選抜の動向
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大学入試改革の背景：教育の民主化
・バカロレア試験（普通、技術、職業）
普通バカロレア：高２末の予備試験＋高３末の本試験
受験科目：必修教科８科目＋専門教科２科目＋自由選択科目２科目

・ ２０点満点で１０点以上が合格、８点以上１０点未満は中等教育修
了のみ認定
・バカロレア取得者（普通、技術、職業）の急増：
1992年（50％）→2017年（78.9％）

・高等教育進学者の増加：
1960年（30万人）→2017年（261万人）

・学士課程における留年、中退者の増加：
3年卒業率（２７％）、4年卒業率（３９％）

・技術、職業バカロレア取得者の不適切な進学先

進路選択に課題

19豊田透（２０２０） 「フランスにおける高等教育進学制度の課題と改革」参照



進路指導とマッチングの強化
サルコジ政権：「バカロレア取得後進学先登録制度(Admission 
Post-Bac:APB)」というマッチングプラットフォーム（2009
年～）
・大学（学部）が情報提供：教育内容、定員、進路指導
・志願者：優先順位を付けて24件まで申し込み可能

・APBのアルゴリズムがマッチング
定員以内：無選抜
定員超過：出身大学区、家庭状況、優先順位で順位付け

優先順位の一番高い学部に合格（3回可能）
・様々な批判：アルゴリズムが不明、データ処理責任者が不明、

抽選（169のプログラム）

20



進路指導と学業の成功に向けての支援強化
マクロン政権：
・リセでの進路支援の充実（進路指導体制の充実、リセと高等教育と
の対話の促進）
・高等教育への公平で透明なアクセス
→「パルクールシュップ(Parcoursup)」というプラットフォーム
・大学等が提供する情報の充実（定員、教育内容、書類選考の基準、
求める適性・能力、学位取得状況、就職状況）
・リセから志願者の「進路書類」を送信（志望動機書、学業成績、教
師・校長の評価・推薦書）
・最大10件まで出願可能

各大学の「試験委員会」が定員、客観的な属性、求める適性・能力等
の適合性にも基づき合否を判定（入学許可、条件付き入学許可、待
機）
・2019年：志願者の９２．５％がいずれかの学部から入学許可
・ただし、アルゴリズムが不透明という批判（評価基準、比重など）

21「選抜」ではないかという批判



22

大学の情報提供 願書作成と登録 出願の確定 合否通知と許諾



バカロレア改革
２０２０-２０２１年度からの改革
• 普通バカロレア：文学・科学・経済社会の区分を廃止
→科学コースを選択した生徒が必ずしも理系分野に進学

しない
• バカロレアの評価に内申点を導入：
①内申点４０％（科目共通試験３０％、成績・評価レ

ポート１０％）←「一発試験」からの脱却
共通試験←全国の問題バンクから高校で実施
②予備試験（高２）最終試験（高３）６０％
高２末（フランス語の筆記と口述）
高３春（専門科目２科目の筆記）
高３末（哲学の筆記、専門科目の口述）

23細尾萌子（２０１８）「フランスの高校改革と大学入試改革ー高校の内申点重視の功罪−」参照



ドイツの大学入学者選抜の動向
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中等教育修了資格＝大学入学資格
• 国家資格である「アビツーアAbitur」
• 一般アビツーア（ギムナジウム、総合制学校）（英語以外の外
国語必須）
→総合大学

• 専門（限定）大学進学資格（職業系）（外国語は英語のみ）
→専門大学

• ギムナジウム最終２学年の成績＋最終試験
・最終試験：「言語・文学・芸術」「社会科学」「数学・自

然科学・技術」から必ず１科目＋選択で４～５科目
・１科目は口頭試験（２０分）、他は論述試験（３～５時

間）
• ５０％以上で合格（600点：学校の成績、300点：最終試
験）

25



大学進学状況
• 大学進学資格者の増加：
アビツーア取得者 2005年(231,465)

2012年(305,172) 
アビツーア以外の大学入学資格取得者

2012年(196,311)
• 大学入学
・アビツーア取得者の比率減少（州によっては半数あまり）
・入学者制限 “numerus clausus”
①個別大学制限（アビツーアの成績、内申点、インタビュー、

志望理由書、推薦書など）
②全国制限：医歯薬獣医分野（アビツーアの成績、待機期間、

個別大学制限と同じ要件）

26



COVID-19による影響
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• 米国：
・Class 2024については、入学辞退者（20% 程度）、

入学延期、地元志向が増えた
・Class2025については、SAT/ACTを免除する大学が

多い（IVY,UCなども含む）。さらに今後も課さない大学
も増えている(Test Optional)
• 英国：
・GCE Aレベル試験の中止→
①centre assessment grades（もしAレベル試験を

受験していたら予想される成績←全ての学習記録、受験科
目以外の成績、模試の結果、ASレベル試験の結果など

②教科ごとに同じ成績区分内での順位

28



• フランス：
・バカロレアの筆記試験の中止、フランス語の簡易な口

頭試問と高校での成績で評価
・県ごとに高校での評価の偏りを修正

• ドイツ：
試験を予定通りまたは年度末（7月）までに実施を各州

文部大臣会合で決定（ベルリンでは4月20日に感染予防策
をとって実施）

29

https://www.nicjp.niad.ac.jp/foreign-system/by-country/covid19.html参照

https://www.nicjp.niad.ac.jp/foreign-system/by-country/covid19.html


まとめ
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内申書（高校での学習）重視へ？

31

個別選抜有

個別選抜無

試
験
重
視

内
申
書
重
視

日本

アメリカ

フランス

ドイツ

Test Op@onal

内申点導入
「選抜」の仕組み？

？？

イギリス

多面的・総合的評価



イギリス：ケンブリッジ大学の例
参考資料
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ケンブリッジ大学における入学者選抜方法
と面接試験

• 10月15日： 出願締め切り

• 11月初旬～中旬： 書類審査（絞り込み）（deselection） ／試験

• 12月初旬～中旬： 入学者選考面接試験

• 12月中旬： 教育委員会の会議

• 1月第1週： ウィンター・プール（希望のカレッジで不合格になった志願者につ
いて、冬季に実施されるカレッジ間の選考）

• 1月中旬： 入学者選抜結果の発表（条件付き入学許可通知）

• 8月： 入学許可を受け入れるか否かの返答締め切り、サマー・プール

33

ブリジット・ステガー先生の資料より



出願／入学許可 ― 大学が求めるもの

• 学業成績：最低の必要要件はA*AA (A レベルの教科)またはA*A*A

（理系の学科）、IB （国際バカロレア）45点中41点ないし同等の成績。

• 志願書：その学科を専攻したい理由、学業資格、どのような準備をし

たか。

• 成績証明書：在学校は、履修中の科目についても成績の見込みを願

書に記載。

• 在学校で書いた小論文2点の提出（専攻、学科カレッジにより異なる）。

• 面接試験前のテスト（新規に追加）

• 面接試験（カレッジ＋学科）

34ブリジット・ステガー先生の資料より



面接試験前の試験
（ASレベル廃止に伴い2016年秋から新規に導入）

• セクション1：
多肢選択式の読解力試験

• セクション2：
文章を読み、批判的に考えて書く論述；記述式の試験

• セクション3：
[各学科により試験問題を作成]

試験は学科よって異なる。詳細については以下を参照：

http://www.admissionstestingservice.org/for-test-
takers/cambridge- pre-interview-assessments/

35
ブリジット・ステガー先生の資料より

http://www.admissionstestingservice.org/for-test-takers/cambridge-%2520pre-interview-assessments/


入学者選抜面接試験のねらい～大学が求める
学生像～

• 学力とポテンシャルが最も優れている学生。

• ケンブリッジの学習環境を生かし、開花する見込みのある

学生。

⇦ チュータリング（個人指導）が主要な教育方法

• 志願したコースに最も適した学生（マッチング）。

36
ブリジット・ステガー先生の資料より

CPとAPの
整合



ご清聴有難うございました
tatsuo314@chega.osaka-u.ac.jp

37

「多面的・総合的な評価への転換を図る入学者選抜改善システムの構築（中間報告）」
https://chega.osaka-u.ac.jp/report/202004142467/
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